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概要： 　先史時代から始まる生物と人工材料、すなわち化学物質の相

互作用の歴史は、極めて短いにも関わらず、多くの生物に多大な影響を
与えてきた。我々は、この生物と材料との相互作用を生命現象の視点に
立って学び、機能性材料の創製と細胞との相互作用を生命科学にフィー
ドバックする手法によって研究を進めている。	
　アスベストやカーボンナノチューブは、肺脾腫の原因となる長期毒性を

有することが知られている。Fiber	toxicologyと呼ばれるこの長期毒性は、
これらの材料が極めて高い細胞透過性を有し、かつ細胞内で代謝される
ことがないことに起因する。我々は、アスベストやカーボンナノチューブの
持つ高い細胞透過性の源が、分子の剛直性・構造異方性であると考え、
長期毒性を回避するため生分解性を備えるタンパク質を材料とする剛直
で異方性の高い細胞内薬物送達担体の開発を進めている。その結果、

CCPC	140と名付けた人工タンパク質担体は、既知の細胞透過性ペプチド
と比べ、100〜1000倍の細胞透過能を示した。今回、このCCPC	140の剛
直構造安定化機構の解析から見えてきたα-helical	coiled-coil構造安定
化機構について紹介する。	
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